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墨粒子投与による防禦効果はマウス 1 匹当り 5 mg以上の墨粒子を投与した場合非常に高く、 600 R 
の X線照射に対する 30 日生存率が45%であったのに対し、 5-15mgの墨粒子を X線照射の24時間前に投
与した場合の30 日生存率は90%以上であった。また 1 mgの墨粒子投与でも 30 日生存率は72% と防禦効
果がみられたが、O.lmgで1土防禦効果はみられなかった。防禦効果は X線照射の直後に 5 mgの墨粒子を
投与した場合にもみられたが、 X線照射の 1 週間前に投与した場合にはみられなかった。













内系機能は低下し、正常レベルに戻るのに 5 日以上を要した。墨粒子による網内系の機能低下は 500











第 1 篇では、 600 R のX線照射24時間前に墨粒子を静注したとき、生存曲線および体重曲線の上で
顕著な防護効果があることを認め、これが網内系閉塞によるものと予察している。
第 2 篇では、 X線照射 3 時間後に墨粒子を投与した場合にも防護効果はあるが、 1 週間前に投与し
たのでは効果がないこと 照射24時間前投与により牌臓重量と末梢の赤血球数の減少がともに阻止さ
れ、白血球数もまた回復することを観察した。
第 3 篇では、198Auを用いて網内系の食機能をしらべた結果、墨粒子の投与量が 5 mg をこえると網内
系閉塞がおこり、これはX線照射の影響を受けないことがわかった。また、照射24時間前に墨粒子を
投与したマウス牌臓は、組織学的損傷も軽微で、回復が速かなことを知った。これらの結果から、著者
は墨粒子による放射線防護効果は、網内系閉塞により軽微な傷害を受けた細胞がなお生存するためと
考えるが、牌臓の知見などから墨粒子は造血機能の早期回復にも貢献していると考察している。
著者の研究は高等動物における放射線防護の機構解明に重要な貢献をなすもので、理学博士の学位
論文として十分に債値あるものと認める。
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